令和３年度　日本水稲品質・食味研究会総会資料
日時：令和３年１１月６日（土）　16:37～17：17
ZOOMによるオンライン開催
次　　第
１．会長挨拶
２．報告事項
（１）
役員会の開催
○第25回役員会　2021年3月1日　18:00～19:00
場所：zoomによるweb会議
参加者：松江、丹野、増村、新田、塩津、五十嵐、岩澤、小林（8名）
審議事項：①令和3年度第13回講演会の開催　②研究会報第12号の発行および査読開始　③品質・食味用語集の編集状況　④会員の増減　⑤令和3年度予算　⑥学会賞選考
○第26回役員会　2021年5月31日　18:30～19:30
場所：zoomによるweb会議
参加者：松江、大坪、尾形、丹野、増村、新田、塩津、五十嵐、小林（9名）
審議事項：①令和3年度第13回講演会の開催要領　②研究会報の査読状況　③品質・食味用語集作成の編集状況　④令和3年度学会賞選考
○第27回役員会　2021年10月13日　18:30～19:10
場所：zoomによるweb会議
参加者：松江、大坪、丹野、楠谷、尾形、増村、塩津、五十嵐、岩澤、小林（10名）
審議事項：①会則の改正　②第14回、第15回講演会開催場所　③第13回講演会の準備状況　④令和3年度予算案　⑤品質・食味用語集作成の編集状況
報告事項：スマート・オコメ・チェーンに関する情報提供
（２）令和2年度事業報告

・日本水稲品質・食味研究会第12講演会報告
日時：令和2年11月7日（土）
場所：zoomによるオンライン開催
実行委員長：塩津文隆氏（明治大学）
○特別講演

ドローンによる水稲生育診断技術を高品質・良食味米の生産に役立てるには?

鹿児島大学農学部　下田代 智英

○一般講演　11課題

○我が社の宣伝　4社
　○参加者　48名（内外国人7名）

・会報第12号の刊行　　発行日：2021年3月25日　部数：150部　
・令和２年度　日本水稲品質・食味研究会表彰
　なし
（３）広報活動について 
　　・ホームページ英文化（プラグインによる自動翻訳）を今年度中に実装予定。
　　・PRスペースは引き続き利用募集中。ご提案よろしくお願いいたします。
　　・会費納入および講演会参加登録の簡略化について、利用可能なフリーフォーマットを
検索中。
（４）会員の状況（令和３年１０月１１日現在）
個人会員137名、団体会員2件、賛助会員10件、終身会員0名
（５）令和4年度　第14回講演会

令和4年11月5（土）～6（日）に鹿児島大学で開催予定

実行委員長　下田代智英先生

（６）令和2年度決算報告
[image: image1.emf]1.収入

単位　円

項目

内訳

予算 決算 予算との差額

前年度繰越金 735,571 735,571 0

会費収入(個人108名・団体1口 ・賛助 15口+追納分1万円） 512,000 644,000 132,000

2019年度会費以前

個人6名

18,000

2020年度会費

個人24名

賛助10口+賛助追納分(10,000円)

団体1口(10,000円)

292,000

2021年度会費

個人77名・賛助5口

331,000

2022年度会費

個人1名

3,000

ＰＲスペース事業 10,000 0 -10,000

雑収入 429 5 -424

合計 1,258,000 1,379,576

2.支出

項目

内訳

予算 決算 予算との差額

会員管理・会計業務費

事務委託費（株式会社共立）

155,520 158,400 2,880

会報第12号刊行費

会報12号

100,000 100,100 100

10周年記念事業経費 0 0 0

講演会費

ZoomPro年契約

22,110 22,110 0

表彰関連費

メダル・表彰状

110,000 0 -110,000

ホームページ運営費

有限会社時の広告社

55,000 55,000 0

ホームページ多言語化

有限会社時の広告社

27,500 0 -27,500

事務局経費

封筒他

20,000 0 -20,000

会議費

役員旅費、会議室料

150,000 0 -150,000

通信費

振込手数料・会費請求書作成及び送料

60,000 38,094 -21,906

支出合計 700,130 373,704 -326,426

予備費(次年度繰越金） 557,870 1,005,872 448,002

合計 1,258,000 1,379,576

前年度繰越金 1,144,936

一般会計+10周年記念事業　※下記《内訳①》参照

郵振口座 529,408

三菱ＵＦＪ 586,517

小口現金 29,011

次年度繰越金 1,415,237

一般会計+10周年記念事業　※下記《内訳②.》参照

郵振口座 878,408

三菱ＵＦＪ 489,231

小口現金 47,598

≪内訳②≫

1,005,872

409,365

1,415,237

合計（一般会計+１０周年の次年度繰越金）

１０周年記念　次年度繰越金

2020年度 　日本水稲品質・食味研究会　会計報告

（期間：2020年4月1日-2021年3月31日）



《内訳①》

　前年度繰越金(1,144,936円)の内訳：一般会計(735,571円)+10周年繰越金(409,365円)



一般会計　　　次年度繰越金


[image: image2.emf]1.収入

項目 予算

合計

備考

前年度繰越金 409,365

収入計 0

409,365

2.支出

項目 予算

合計

備考

支出計 0

0

次年度 409,365

合計 409,365

・ゆうちょ：100,000円

・三菱UFJ銀行：309,365円

　日本水稲品質・食味研究会

10周年記念事業　計算資料

2020年度（期間：2020年4月1日-2021年3月31日）


[image: image3.emf]
３．審議事項
（１）令和３年度事業計画案（令和3月1日～令和4年3月31日）
・第13回講演会の開催
日　時：令和3年11月6日（土）

ZOOMによるオンライン開催
実行委員長：塩津文隆氏（明治大学）
・研究会報第13号の刊行

令和4年3月刊行予定。第13号より査読化を導入する。日本水稲品質・食味研究会投稿規定および原稿作成要領を制定した。

・品質・食味用語集の刊行

　令和4年3月刊行予定。
・日本水稲品質食味研究会賞の授与
　　 HPにて推薦を募集中
（２）会則改正
役員任期の明確化を図るため、下記の通り会則改正を行いたい。
旧　会則第10条　役員の任期は，委嘱日～３年とする．

新　会則第10条　役員の任期は，委嘱日～３年目以降の3月31日までとする．

※現役員の任期は令和4年3月31日となる。

・会則第10条　附則２の削除

会計年度を会則に明記するため、下記の通り会則改正を行いたい。

　　新（追加）　会則第11条　会計年度は4月1日～3月31日とする．
（３）令和３年度予算案（令和3年4月1日～令和4年3月31日）
[image: image4.emf]＜収入＞

項目 R3予算 R2予算 備考

前年度繰越金 1,005,872       735,571        

会費 411,000         372,000         個人会員137名

20,000          20,000          団体会員2口

200,000         120,000         賛助会員10口

PRスペース事業 10,000          10,000          ホームページ上での広告

雑収入 128             429             利息、寄付等

　　収入合計 1,647,000 1,258,000

＜支出＞

項目 R3予算 R2予算 備考

会員管理業務、会計処理業務費 158,400         155,520         株式会社共立

会報第13号刊行費 100,000         100,000         株式会社共立

表彰関連経費 105,000         110,000         メダル、表彰状

ホームページ運営費 55,000          55,000          有限会社時の広告社

ホームページ多言語化 27,500          27,500          有限会社時の広告社

事務局経費 50,000          20,000          封筒他

会議費 70,000          150,000         役員旅費等

22,110          ZoomPro年契約

26,400          学生アルバイト賃金1100円×8時間×3名

通信費 50,000          60,000          振込手数料・請求書送料・発送料

予備費 982,590 557,870        

　　支出合計 1,647,000 1,235,890


[image: image5.emf]日本水稲品質･食味研究会　特別会計（10周年記念事業）　

令和３(2021)年度予算

＜収入＞

項目 R3予算

前年度繰越金 409,365    

雑収入 35         

　　収入合計 409,400

＜支出＞

項目 R3予算

英文査読 60,000     

用語集刊行費 100,000    

送料 20,000     

予備費 229,400

　　支出合計 409,400


日本水稲品質・食味研究会則
第１条
本会は，日本水稲品質・食味研究会(Japanese Society for Rice Quality and Palatability, JSRQP )と称する．
第2条　本会は水稲の品質・食味に関する学術の発展および実用技術の振興を図ると共に，同学の士の親睦を厚くすることを目的とする．
第3条　本会の会員は，本会の目的および事業内容に賛同し，所定の手続きを行った個人会員，団体会員および賛助会員とする．
第4条　本会の事務局を会長の所属機関株式会社共立におく．
第5条　本会は第2条の目的を達成するため，つぎの事業を行う．
　　　 1．研究発表会，講演会などの開催
　　　 2．会報の発行
　　　 3．研究および調査の実施
       4．その他，この会の目的を達成するために必要な事業
第6条　本会に入会しようとする者は，氏名，所属，連絡先，その他の必要事項を明記した文書に会費を添えて本会に申し込むものとする．また，本会を退会しようとする場合は，その旨を文書で本会に連絡しなければならない． 
第7条　本会に，つぎの役員をおく．会長１名，副会長２名，評議員数名とし，事務局長１名，会計，広報は評議員から選出する．
第8条　会長は，その他の役員と協議しながら会務を統括し，本会を代表する．副会長は会長を補佐し，会長に事故あるときや長期に渡り不在となる場合に，その代理を務める．評議委員は，重要な会務を審議し，執行する．
第9条  会長は個人会員の投票により，個人会員の中から選出する．選出方法の詳細は別に，これを定める．副会長，評議員および事務局長は，個人会員の中から会長が委嘱する．
第10条  役員の任期は，委嘱日～３年とする． 

第10条　役員の任期は，委嘱日～３年目以降の3月31日までとする．

第11条　会計年度は4月1日～3月31日とする．

附則　
1　本会の会則は，設立の日　2009年11月13日から施行する．
　
2　本会の役員は，次のとおりとする．
会　　長
松江勇次（九州大学グローバル・イノベーション・センター）
副 会 長
大坪研一（新潟薬科大学応用生命科学部）
丹野久（北海道米麦改良協会）
評議委員
楠谷彰人（香川大学名誉教授）


尾形武文（株式会社デンカ）
  

増村威宏（京都府立大学大学院生命環境科学研究科）


岩澤紀生（株式会社NTTデータCCS）


小林麻子（福井県農業試験場）


五十嵐俊成（地方独立行政法人 北海道立総合研究機構）


崔晶（天津農学院）



塩津文隆（明治大学農学部）
編集委員長
新田洋司（福島大学食農学類）
編集委員
大坪研一（新潟薬科大学応用生命科学部）
塩津文隆（明治大学農学部）
下田代智英（鹿児島大学農学部）
増村威宏（京都府立大学大学院生命環境科学研究科）
楠谷彰人（香川大学名誉教授）
小林麻子（福井県農業試験場）
事務局長　 
五十嵐俊成（同上）
会計担当　　
小林麻子（同上）
広報担当　　
岩澤紀生（同上）　　　　　　
3　本会の事務を処理するため、事務局を株式会社共立（東京都中央区新川2-22-4　新共立ビル２F）に設置する．事務局員の任免は会長が行う．
4  本会の設立当初の役員の任期は，この会の設立の日から2013年3月31日までとする．なお、総会により任期は改正できる．
5　本会の設立当初の事業計画および収支予算は，設立総会の定めるところによる．
6　本会の設立当初の年会費は，次に掲げる額とする．
　　　年会費　　個人会費　　　　  ３，０００円
　　　　　　　　団体会員　　　　１０，０００円
　　　　　　　　賛助会員　一口　２０，０００円


終身会員　　　　５０，０００円（納入は1回のみとする）
　                                                                      以上
平成21年11月13日施行
平成26年11月 8日改正
平成27年11月14日改正
平成28年11月12日改正
令和 3年11月  6日改正

日本水稲品質・食味研究会賞授賞規程

1) 日本水稲品質・食味研究会に日本水稲品質・食味研究会賞を設ける．日本水稲品質・食味研究会賞は学術賞，技術賞，奨励賞および功績賞とし，賞状並びに副賞を授与する． 
2) 学術賞は本会員の中から、水稲の品質・食味並びにそれらの関連する産業や学術の振興に寄与する顕著な研究業績（論文、著書）を挙げた個人または団体に授与する。 

3)  技術賞は本会員の中から、水稲の品質・食味並びにそれらの関連する産業や技術の開発・普及・啓蒙に顕著な業績（論文、著書、資料など）を挙げた個人または団体に授与する。 

4)  奨励賞は本会員の中から、水稲の品質・食味並びにそれらの関連する産業や学術の発展に寄与する優れた研究業績（論文、著書）を挙げ、かつ将来の活躍が期待される個人に授与する。ただし受賞者の年齢は、授賞年度の 11 月 1 日において満 40 歳未満とする。
5)  功績賞は本会員の中から、水稲の品質・食味並びにそれらの関連する産業の発展または研究会の活動に長年に渡り貢献した個人または団体に授与する。  
6) 学術賞，技術賞および功績賞は原則として毎年各々1 件以内とする．ただし，奨励賞は3件以内とする． 
7) 学術賞，技術賞，奨励賞および功績賞の受賞候補者の選考は授賞選考委員会において行い会長がこれを決定する． 
8) 授賞選考委員は若干名とし，選考委員長および選考委員は会長が委嘱する．
9) 受賞候補者は本会員より推薦されることを原則とする．  
10) 受賞候補者の推薦期限は授賞式に予定された日の約 3 ヶ月前とする．  
11) 候補者の推薦に際しては，下記の（1）～（4）を記載した推薦理由書と業績に関わる（5）または（6）を研究会事務局に提出する．
（1）学術賞，技術賞，奨励賞，功績賞の区別
（2）受賞候補者の氏名，所属，候補者が日本人以外の場合は国籍
（3）推薦者の氏名，所属
（4）推薦理由（800字程度）
（5）学術賞と奨励賞は推薦の根拠となる主な論文（5報以内．査読がある論文で候補者が筆頭著者，責任著者もしくはそれに準ずるもの）または著書の別刷りかコピー．pdfでも可．
（6）技術賞は推薦の根拠となる主な論文（5報以内．査読がなくても可），著書，資料（成績書，普及指導書，報道記事など）などの別刷りかコピー．pdfでも可．
12) 授賞は当該年度の行事において行う．  
13) 授賞に要する費用は，本会の経費をもってあてる． 
14) その他，必要に応じて会長，役員会，または，選考委員会で協議して決定することができる． 
（平成29年11月10日制定，令和元年11月1日改正）
日本水稲品質・食味研究会（会報）投稿規定 

令和3年11月6日制定

1．総則
（目的）
（1）日本水稲品質・食味研究会報は，水稲の品質・食味に関する原著論文，解説記事および学会として必要な記事等を掲載する。

（投稿資格）
（2）筆頭著者またはCorresponding authorは，日本水稲品質・食味研究会の会員に限る。ただし依頼原稿については，その限りでない。

（著作権）
（3）本誌に掲載された論文，解説，資料等についての著作権は日本水稲品質・食味研究会に属する。

2．原稿の種類
（投稿原稿）
（1）論文（報文，ノート），総説，解説，資料とし，本文は和文または英文とする。

　（a）報文：学術的で新規な知見，独創的な考察，あるいは価値ある事実を含むもの。他誌に未発表のものとする。
（b）ノート：新しい事実や，研究方法の改良などを含む短いもの。他誌に未発表のものとする。
（c）総説：研究の進歩の状況，現状，将来への展望などをまとめたもの。

（d）解説：基本的または応用的主題を分かり易く解説したもの。

（e）資料：調査，統計，写真等，資料的価値のあるもの。
（f）その他：学会記事等，学会活動に必要なもの。

（依頼原稿）
（2）国の内外における研究の動向，情報を会員に提供するために，編集委員会が企画，依頼をする。依頼原稿の種類は総説，解説，講座，資料とする。

3．原稿の作成，送付および取り扱い
（原稿ファイル）
（1）原稿は，本規程および別に定める原稿作成要領に従い，ワープロソフトや図表ソフトを使って作成する。

（原稿の送付）
（2）作成した原稿はPDFファイルとし事務局に電子メールで送付する。原稿の送付後，土日休日を除く3日以内に，電子メールによる原稿受領通知が届かない場合は，電話またはFax等で事務局に問い合わせる。

（原稿受付日および掲載受理日）
（3）原稿受付日はメール受信が完了した年月日，掲載受理日は原稿の掲載が編集委員会によって受理された日とする。

（原稿の規定枚数）
（4）原稿の長さは原則として図表を含めて以下のページ数以内とする（1ページ25行，1行36文字の原稿約2.8枚が刷り上がり1ページに相当する）。なお，受付時にページ数の大幅な超過が予想される場合は，編集委員会で検討の結果，著者あてに返却されることがある。

投稿原稿：報文7ページ，ノート3ページ，総説7ページ，解説・資料6ページ。
依頼原稿：ページ数は指定することがある。

4．審査
（原稿の採否）

（1）原稿の採否は編集委員会が決定する。

（内容の訂正）
（2）編集委員は内容，構成および字句の修正を著者に要求することがある。また，採用が決定した原稿内容を著者が変更する場合は，編集委員会の承諾を得なければならない。

（原稿の種類の変更）
（3）編集委員会は，原稿の内容によってあるいは審査の結果，著者に対して原稿の種類の変更を求めることがある。

（遅延原稿）
（4）編集委員会が著者に対し訂正を求めた原稿が，返却期限（原則1カ月以内）に訂正・送付されない場合は，投稿取り下げとみなされることがある。

5．著者校正
（1）著者校正は1回とする。校正は印刷上の誤りの訂正にとどめ，文章等，内容の変更を認めない。

6．投稿料，超過ページ代等
（投稿料）
（1）投稿料等を以下のとおりとする。

投稿料：無料
（超過ページ代）

（2）投稿原稿，依頼原稿の種別を問わず，本規程3—（4）で定めるページ数を超過した場合，超過ページ代を申し受ける。

超過ページ代：刷り上がり1ページ15,000円
（特殊印刷費）

（3）特に申し出がない限り，カラーで入稿された図表も白黒印刷とする。投稿原稿，依頼原稿の種別を問わず，カラー印刷およびアート紙使用などを希望する場合は著者に実費を申し受ける。

カラー印刷代：実費（1ページ40,000円程度）

（刷り上がりPDFファイル）
（4）著者には，刷り上がりのPDFファイルを配布する。

（連絡先）
（5）会報編集に関する連絡先は下記とする。
　〒104-0033　東京都中央区新川2-22-4　新共立ビル2F　株式会社共立内
日本水稲品質・食味研究会報編集委員会
e-mail：jsrqp@kyouritsu-online.co.jp 

HP：http://jsrqp.com/

TEL：03-3551-9896，FAX：03-3553-2047

附則
1．この規程は2021年11月6日以降に投稿された原稿に適用される。
以上
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